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2023年 7月 21日「堺ブロック事例検討会」を開催しました！ 

第 1席：多職種協働についての事例 

        リンク問看護ステーションなかもず 赤坂 布佳さん 

40歳代 がんの終末期の患者江藤さん（仮名）の「生ききる」ことを支援した。その経過の

中で褥瘡ができ対応に難渋し、堺ブロックの管理者グループラインで相談したところ、 た

くさんの助言が寄せられた。こんなにも一緒に考えてくれる人たちがいる、ということに支

えられた。多職種の連携により患者さんらしく過ごしてもらうことができた、と発表して下

さいました 

 

第２席：在宅 WOCNsの同行訪問ってどんなの？ 

 5事例をもとに依頼から経過まで nagomi堺鳳訪問看護ステーション 

        皮膚排泄ケア認定看護師 濱元 佳江さん 

専門の研修を受けた看護師の同行訪問を実施した事例の報告をして頂きました。在宅での 

状況をアセスメントし、看護師が実施しているケアを尊重した上で、専門的視点からアドバ

イスを行っていると。その結果、難治性の褥瘡が改善していることに驚きました。褥瘡ケ

ア、人工肛門ケアは、特定行為研修修了者も同行訪問をすることが出来、また、緩和ケアの

同行訪問も依頼することができるとのことでした。地域のケアの質向上に貢献したい！と心

強いお言葉を頂きました。ご希望される方は、教育ステーションか、直接お問い合わせ下さ

い。 



         

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３席：精神科訪問看護におけるクライシスプランの活用について 

 With訪問看護ステーション 

                     精神科看護認定看護師 後藤 直樹さん 

40歳代の女性 A氏 夫と 3人の子どもあり 環境の変化を機に統合失調を発症。ある芸能人

が自分を好きになった。芸能人の妻になるにふさわしい恰好をしないといけないと思い込

み、夫のお金はすべて使えと指令が出ると妄想も出て、夫が困り果て「医療保護入院」と 

なった。治療の効果があり統合失調症の症状は改善した。A氏に対して、「クライシスプラ

ン」を用いて目標を共有し、就労ができておられる事例の報告を受けました。目標、注意 

する状態や対処方法などを共有し丁寧に関わられていることがとても参考になりました。 

＊クライシスプランの資料は、大日本製薬の HPからダウンロードできます。 

研修のお知らせ：8月 18日（金）18時より 同仁会本部（堺区大仙西町 6丁 184-2）にて 

「障がいのある利用者の性的欲求について、一緒に考えませんか？」の研修会を行います。  

話を聞いてみませんか？ 

          堺ブロック シンシア訪問看護ステーション 梅川 有香子 


